
はじめに

筆者らは，１９９７年に金沢市角間において，甲虫相

調査のための捕虫網によるスウィーピング法を用い

たラインセンサスをおこなった。本文では，その際

にえられたヒメマキムシ科の種類相，空間分布（特

に食性や地形との関連遵，季節消長を報告する。

ヒメマキムシ科 Corticarriidae（Lathridiidae）は，

ヒラタムシ上科 Cucujoidea に属する０．８～３．０mm の

微少な甲虫であり，全世界に７００種（久松・田中，

１９８６），日本からは１０属３０種が記録されている（平嶋，

１９８９）。本科は，落ち葉（Laurence & Britton,１９９１），

腐った植物（久松・田中，１９８６；Laurence, １９９１），

腐った海草（Chandler，１９８３），動物の巣（Laurence，

１９９１）や人間の生活環境，特に倉庫（Laurence,

１９９１），穀 物 や 餓 の 貯 蔵 庫（久 松・田 中１９８６；

Laurence,１９９１）などから採集され，それらの上に

生育する菌類の胞子を餌としている。一方，生きた

植物体の葉上，花上からも採集され（Laurence &

Britton, １９９１；Borror et al., １９８１），それらは葉上に

生育するウドンコ病菌や白カビを食していると思わ

れている（Laurence, １９９１）。本科は，生きた植物体

からは，樹冠部のフォギング（くん煙法）（たとえ

ば Davies et al., １９９７；Wagner １９９７；Guilbert，

１９９７）や叩き網法（Laurence & Britton, １９９１）によ

りえられている。Davies ら（１９９３）がベネズエラで

おこなったフォギング法を用いた調査では，６５科９７８

種６，１３２個体の甲虫目がえられているが，その中に

１３種１７２個体のヒメマキムシ科が含まれており，え

られた全甲虫の種数の１．３％，個体数の２．８％を占め

ていた。スウィーピング法による採集下もヒメマキ

ムシ科が採集されると予想されている（Laurence，

１９９１）が報告例はない。これまで野外での本科に関

する知見は非常に限られている。

本調査でえられた３種のヒメマキムシ科のうちの

１種，Stephostethus pandellei Bris.は，日本で採集記

録があることをСалук（１９９２）は述べているが，

平嶋（１９８９）には記録されていない。本報は，日本

のヒメマキムシ科のはじめての確実な分布・季節消

長の記録であろう。

調査地と調査方法

（１）調査地

金沢市の南東郊外に位置する金沢大学角間キャン

パス内の丘陵地で調査した（Fig．１）。この丘陵地

の標高は，海抜５０～１６０m であり，斜面と尾根には

アベマキ，コナラ，アカマツなどの二次林とスギ林，

竹木がある。谷筋は，かつて水田であったが，１０年

ぐらい前に放棄され，ミゾソバ，ヨシなどの草本や

ハンノキなどの木本が生育していた（高田，１９９９）。

（２）調査方法

ラインセンサスルート（全長約２４０m）をさまざ

まな植生を含むように設置した（Table１）。植生（草

原，森林の樹種など）と地形（湿地，尾根，谷など）

により１３区画に分けた（Fig．１）。１区画を１６～２１

m とし，区画ごとに採集した。捕虫網（直径５０cm）

を１．５m か ら５．４m ま で 伸 縮 可 能 な 柄 に 取 り 付

け，７．１m（身長１．７m＋５．４m）の高さまでスウィー

ピングした。各区画を高さ別に以下の３段階にわけ

た：S（０～０．５m），草地（ただしススキ群落を除
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く）；L（０．５～１．５m），柄を伸張せずに網が届く範

囲のササ類，低木，高木の下枝とその上をはうツル

植物。ただし区画３～５は，ススキ群落であった；

H（１．５m～），柄を伸張して届く範囲の木の枝とツル

植物。各区画の高さごとに，存在する植物量の多さ

にあわせてスウィーピング回数を一定にして採集し

た（Table２A）。例えば，区画１の草地は植物量が

多いためにスウィーピング回数が多く（５０回），高

木は１本しかなかったためにスウィーピング回数は

２回だけである。また各区画でルートの進行方向に

向かって左側（L）と右側（R）に分けて採集した。

調査は，１９９７年４月２１日から１０月２０日まで，１０日ご

とに合計１７回おこない，原則として午前９時～１０時

の間に開始し，午後２時～３時までに終了した。採

集したサンプルは上野輝久氏（九州大）に同定して

いただいた。現在標本は金沢大学理学部および九州

Fig．１ Map showing the location of Knazawa City（□ in A and B），Kakuma Campus of Kanazawa Univer-
sity（■ in B and C），the study site（□in C）and the study route.
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Section Length
Vegitation１） Position

on the hill
Humidity２） Light

condition３）

No （m） Left side Right side

１ ２０．０
G (Poaceae sp., Persicaria

thunbergii, Artemisia sp., Sasa
sp., Pueraria lobata)"

G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) Bottom ２ ４

２ １８．０ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A.
sp. S . sp.)

B (No dominant species) Bottom ３ ４

３ ２０．０ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) Sh (Weigela hortennsis, Poaceae sp.,
A. sp., P. lobata)

Bottom ３ ５

４ １７．５ G (Poaceae sp.) A(Alnus japonica, Poaceae sp.) Bottom ５ ５

５ １９．５ G (Poaceae sp., P. thunbergii, A. sp.) A(Alnus japonica, Poaceae sp. P.
thunbergii) Bottom ４ ４

６ １７．５ A (Alnus japonica, P. thunbergii, S . sp.) A (Alnus japonica, P. thunbergii, S . sp.) Bottom ４ ３

７ １６．０ B (Quercus variavilis, Eurya japonica) B (Q. variavilis, E. japonica) Slope ３ ３

８ １７．５ B (No dominannt species) B (No dominannt species) Slope ２ ３

９ １５．０ Sh (P. lobata and others) Sh (No dominant species) Slope １ ５

１０ ２１．０
B, P, Su (Quercus serrata, Pinus

densiflora, Cryptomeria japonica,
E. Japonica, S. sp)

B, P, Su(Q. serrata, P. densiflora,
C. japonica) Top ２ ３

１１ ２１．０ B (E.. Japonica and others) Su(C. japonica,) Top ３ １

１２ ２０．０ B (Q. serrata, Strax japonica, S. sp.) Su(C. japonica Euscaphis japonica) Top ３ ３

１３ ２０．０ P, Sh (Pinus densiflora and others) P, Sh(P. lobata and others) Top ２ ４

１）Dominant species. G : Grass, B : Broad leaved trees, Sh : Shrubs, Su : Sugi trees, P : Pine trees, A : Alder trees.
２）Arbitrary ranking : Dry（１）－Wet（５）．
３）Arbitrary ranking : Dark（１）－Light（５）．

Species Height１） Section No. Total

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

S ５０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２５ － － １０ － － － － ２４５

A L ３５ ２７ ５ ２ ８ １０ ３０ ６０ ３０ ４５ ３０ ４０ ４０ ３６２
H ２ ２０ １５ １５ ２３ ３５ ６０ ４０ － ５０ ３０ ４０ ４０ ３７０

Total ８７ ８７ ６０ ５７ ７１ ７０ ９０ １００ ４０ ９５ ６０ ８０ ８０ ９７７

Melanophthalma japonica Johnson S １ ０ ０ ０ ２ １ ０ ４（０．０１６）２）

L １ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ ０ １ ２ １ ９（０．０２５）

H ０ ０ １ ０ ２ ３ ７ ３ ４ １ ２ ２ ２５（０．０６８）

Total ２ ０ １ ０ ５ ４ ８ ５ ０ ４ ２ ４ ３ ３８（０．０３９）
Stephostethus pandellei Bris. S ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）

B L ２ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ５（０．０１４）

H ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３（０．００８）

Total ２ １ ０ ０ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ８（０．００８）

Cortinicara ggibosa（Herbert） S ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）

L ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０００）
H ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １（０．００３）

Total ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １（０．００１）

Total number of individuals ４ １ ２ ０ ６ ４ １１ ５ ０ ４ ２ ５ ３ ４７

１）S：０‐０．５m.L：０．５‐１．５m.H：１．５m‐
２）Number of individuals per sweeps.

Table１ Features of sampling section along the study route in Kakuma, Knanazawa．

Table２ Spatial distribution of corticariid species collected along the study route in Kakuma, Kanazawa. Total number of
sweeps in each section per census．B : Number of individuals of corticariid species collected in each height during the
whole census period.
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Fig．２ The rank of the coleopteran families in he number of the individuals collected by sweeping in Kakuma, Kanazawa.

Fig．３ Seasonal change in the total number of corticariid individuals collected by sweeping in Kakuma, Kanazawa.
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Fig．４ Distribution of the number of the corticariid individuals collected per sweeping at three different heights in the sampling
sections. Lines below the section numbers indicate the vegetation type（Continuous line : secondary forest. Broken line :
forest gap. Dotted line : grassland and alder trees）．Sweeping height : T, total ; H, hight position（＞１．５m）；L, middle
position（Section１－６：０．５－１．５m Section７－１３：０－１．５m）；and S, low position（０－０．５m）．N : no sweeping
（no foliage）．
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大学農学部で保管中である。

結果と考察

（１）ヒメマキムシ科の種類相

本調査により，含計４５科３５１種４，７３１個体の甲虫目

が得られた。そのうちヒメマキムシ科は，３属３種

４７個体（えられた甲虫の全個体数の１％）であり，

科あたり採集個体数は甲虫の科のなかで１６位であっ

た（Fig．２）。なお，本調査でえられた甲虫目のう

ち，採集個体数が１番多かったハムシ科 Chrysomeli-

dae の採集個体数は全個体数の３２．３％（１，５２８個体），２

位のゾウムシ科Cuculionidaeは，１６．９％（８０１個体），３

位のテントウムシ科 Coccinellidae は，１１．５％（５４５

個体）であつた（Fig．２）。

ヒメマキムシ科の種あたり採集個体数は，多い順

にヤマトケシマキムシMelanophthalma japonica Johnson

（３８個体），Stephostethus pandellei Bris（８個体），

ウスチャケシマキムシCortinicara gibbosa（Herbert）

で，それぞれ全甲虫の種の２９位，１０２位，２４８位であっ

た。

今回用いたスウィーピング法では，葉上を主な生

息場所として利用する種が多く採集されたであろう

から，採集個体数が多かったヤマトケシマキムシ（３８

個体）は，葉上を主な生息環境（あるいはそのうち

の１つ）としている可能性が高い。Laurence（１９９１）

が予測しているように，葉上に生育する菌類を食し

ているのかもしれない。S.pandellei は８個体しか得

られなかったが，本種はヨーロッパでは，伐られた

ばかりの針葉樹の樹皮上や板上から採集されている

（Peez，１９６７）。

ウスチャケシマキムシは，１個体しか得られな

かったが，本種は通常枯死した枝から採集されるこ

とが知られている（久松・田中，１９８６）。この両種

は，ヤマトケシマキムシに比べると個体数が少ない

のかもしれないが，葉上以外の場所に生息している

ためにスウィーピングでは採集されにくいのかもし

れない。

（２）個体数の季節変化

ラインセンサスでえられた２種のヒメマキムシ科

の季節変化を示す（Fig．３）。採集個体数が最も多

かったヤマトケシマキムシは，５月上旬から９月中

旬まで，８月中，下旬をのぞくと連続してえられて

おり，５月２８日に最大のピークがあり，５月２日，７

月１５日にもピークがあった。S.pandellei は，５月上

句から５月下句までに７個体と９月中句に１個体採

集されたが，６月上旬から９月上句までは採集され

なかった。不明瞭なピークが５月下旬にみられた。

２種の季節消長を比較すると，ヤマトケシマキムシ

は S.pandellei よりも採集される期間が長く，季節

消長のピークがはっきりしていた。両種とも季節消

長が春から初夏と秋とに分かれており，８月には採

集されなかった。８月に成虫がとれない理由には，

（１）成虫の休眠，（２）移動（テントウムシ科で知られ

ている（Hodek &

＾

Honek，１９９６）），（３）夏期は成虫

期ではないなどがあげられるが，真相は不明である。

（３）空間分布，特に生息環境と植生上の高度分布

Table２B と Fig．４にラインセンサスでえられた

ヒメマキムシ科の区画別，高さ別の採集個体数を示

す。ヤマトケシマキムシは多くの区画（１０区画）に

わたり広く出現した。地形別にみると，谷間（区画

１～６）に２個体（１区画あたり。スウィーピング

１回あたりでは，０．０２８個体。以下同様），斜面（区

画７～９）に４．３個体（０．０５７個体），尾根（区画１０

～１３）に３．３個体（０．０４１個体）であり，谷間より斜

面や尾根で密度が高いことがわかる。植生別に見た

場合，草地・ハンノキ林（区画１～６）で２個体

（０．０２８個体），二次林（区画７～８，１０～１２）で４．６

個体（０．０５４個体），ギャップで１．５個体（０．０２５個体）

であり，二次林内で密度が高かった。植生の高さ別

に見た場合，S（０～０．５m）には０．５７個体（区画あ

たり。スウィーピング１回あたり０．０１６個体。以下

同様），L（区画１～６：０．５～１．５m，区画７～１３：

０～１．５m）には０．６９個体（０．０３６個体）であったの

に対して，H（１．５m 以上）では２．０個体（０．１０２個

体）であり，上層から多くえられた。区画ごとに高

さ別に見た場合，最も密度が高かったのは，ススキ

群落である区画５の L であったが（スウィーピン

グ１回あたり０．１２５個体），様々な樹種が生育する二

次林内の H でまんべなく密度が高かった。以上の

結果から，本種は，斜面や尾根の林内の樹上，特に

H（１．５m 以上の高さ）に主に生息し，色々な樹種

に奇生する菌類を食する可能性が高い。

一方，S.pandellei は，１３区画のうち５区画から採

集された。地形別にみると谷間（区画１～６）に０．７

個体（区画あたり。スウィーピング１回あたり０．００９

個体。以下同様），斜面（区画７～９）に１個体（０．０１３

個体），尾根（区画１０～１３）に０．２５個体（０．００３個体）
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であり，尾根では少ないことがわかる。植生の高さ

別に見た場合，L（区画１～６：０．５～１．５m，区画

７～１３：０～１．５m）には０．４個体（区画あたり。

スウィービング１回あたり０．０１４個体。以下同様），

H（１．５m 以上）では０．３個体（０．００８個体）であっ

たのに対し，S（０～０．５m）では採集されなかった

（Table２）。S.pandellei の密度は L で高く，特に区

画５のススキ群落（L）で最も高かった（Fig．４）。

S.pandellei の生息域は，ヤマトケシマキムシよりも

狭かったが，植生や地形との関連は不明である。

本科に関する生態学的知見は，生息環境や季節消

長などの基礎データでさえ，これまでほとんどな

かった。今後，本科の生態をさらに解明するために，

スウィーピング法だけではなく，さまざまな採集法

を用いる必要があるだろう。
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摘 要

１．１９９７年４月から１１月にかけて，金沢市角間丘陵

にある金沢大学角間キャンパス周辺の二次林で，ス

ウィーピング法によるラインセンサスをおこな

い，４５科３５１種４，７３１個体の甲虫をえたうち，ヒメマ

キムシ科は，ヤマトケシマキムシ Melanophthalma ja-

ponica Johnson（３８個体），Stephostethus pandellei Bris．

（８個体），ウスチャケシマキムシ Corinicara gib-

bosa（Herbert）（１個体）の合計３種４７個体であっ

た。

２．ヤマトケシマキムシと S.pandellei は，（１）春か

ら初夏（季節消長の最大のビークは，５月下旬）と

（２）秋に採集され，８月には採集されなかった。

３．ヤマトケシマキムシは，斜面や尾根の二次林内

の高さ１．５m 以上の層から広範囲にわたって採集さ

れ，S.pandellei は生息域が狭く，谷筋と斜面の限ら

れた区画からのみ採集された。
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